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研究成果の概要（和文）：本研究では、これまで注目されてこなかった身体接触を伴うスポーツ（コンタクトス
ポーツ）が、心の発育・発達に与える効果を明らかにすることを目的とし、成人期を迎えた大学生を対象として
その調査を行った。
作成した質問紙を用いて、アスリートを対象として調査を行ったところ、コンタクトスポーツグループにおいて
同情（痛み）や情動的共感の心理面に与える影響は見ることはできなかった。一方で、「攻撃性」が非コンタク
トスポーツグループよりも高い傾向にあった。本研究の成績では、コンタクトスポーツグループには、攻撃性の
高い心理パターンを示す傾向がみられ、身体接触を伴うスポーツが攻撃性を高める可能性が推察された。

研究成果の概要（英文）：In this study, a survey was conducted on the students who have reached the 
adulthood, aiming to find out the impact of the sports that involves physical contact (contact 
sports) are given on the growth and development of the mind, which have not been received much 
attention so far.
Using the questionnaire so created, the survey was conducted on the university athletes. While the 
impact on the psychological aspects of compassion (pain) and emotional empathy was not observed with
 contact sports group, “aggressiveness” tended to be higher with contact sports group than 
non-contact sports group. In this study, contact sports group had the tendency to show the 
psychological pattern of high aggressiveness, from which it is inferred that the sports that involve
 physical contact may have the potential to increase the aggressiveness. 

研究分野：スポーツ医学、体育科教育

キーワード： コンタクトスポーツ

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
スポーツにおいて身体接触（コンタクト）
が注目されるようになったのは、ここ数年で
ある。スポーツの国際競技大会において、海
外の選手と対戦した際の接触プレーにおけ
る日本選手の“当たり負け”が注目されるよ
うになり、ラグビーやサッカー等でコンタク
トスキルを抽出したトレーニングの研究が
発表され、またその指導方法が提案されるよ
うになった。一方申請者は、総合型地域スポ
ーツクラブにおいて、小中学生のコーディネ
ーション能力やコンタクトスキルの評価を
実施している。その評価においては、一世代
前と比較してコンタクトスキルが大きく低
下している傾向が確認されている。また、体
育の授業において児童・生徒が、コンタクト
を嫌うことから、授業目標が達成できないと
いう場面も散見されるようにもなっている。 
コンタクトスキルの低下は、スポーツのパ
フォーマンスに影響を及ぼすだけではない。
幼少年期において簡単な接触で転倒し、その
転倒により外傷を負うシーンは少なくない。
更に想像されることは、幼少年期において身
体接触のプロセスを経験していないことが、
心理面の発育・発達を鈍らせている可能性で
ある。近年、学校内を含む若年層の暴力事件
で“他者の痛みを知らない”ことが語られる
ことがある。テレビゲームや携帯型ゲームに
おいてバーチャルな身体接触シーン（暴力的
な）には触れる機会が多い一方、自らの心の
感性を投じた身体接触の機会（身体知を得る
機会）は、失われているのではないかと考え
る。 
 
２．研究の目的 
スポーツ時における身体接触は外傷を引き
起こす要因の一つであり、事故が生じた場合
には責任問題に発展する場合がある。このこ
とから、安全管理上、指導現場では身体接触
を伴う競技種目を敬遠したり、競技特性から
身体接触を排除したりするようなルールで
行っている現状がある。しかしスポーツ時に
おける身体接触は、幼少年期の子どもの心の
発育・発達に好影響は与えないのだろうか。
学校内を含む若年層の暴力事件で“他者の痛
みを知らない”ことが語られることがある。こ
れらには、幼少年期における身体接触の機会
の少なさが一因となっている可能性はない
だろうか。本研究では、幼少年期における身
体接触を伴うスポーツが、心の発育・発達に
与える効果を明らかにし、幼少年期のスポー
ツの指導法に新たなジャンルを構築するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（研究１）テキストマイニングを用いたスポ
ーツのイメージおよび教育効果に関する調
査 
 調査対象は、中学校、高等学校スポーツ系
部活動指導者（外部指導者）１２０名とした。

本研究を実施するにあたり、調査の目的とデ
ータの分析方法を対象者に説明し、承諾を得
た。 
 調査は対象が集合した会議室内において
質問紙を配布して実施した。質問は、「自分
の指導種目のイメージ」、「自分が指導してい
る種目の教育効果」、「剣道のイメージ」、「剣
道の教育効果」の４つとし、それぞれについ
て自由記述にて一定時間内に回答記入して
もらい、その場で質問紙を回収した。 
 回収した質問紙はテキストデータ化し、
Text Mining Studio（NTT 数理システム社製）
を用いて分析を行った。回答の属性は、「チ
ーム種目」と「個人種目」、対象の属性とし
て「コンタクトスポーツ」と「それ以外の種
目」とし、単語頻度解析、ことばネットワー
ク、単語共起分析からことば同士の関連を整
理した。本研究の対象が指導している種目は
１６種目であった。その内訳は、チーム種目
として野球、ハンドボール、バレーボール、
バスケットボール、サッカー、ラクロス、個
人種目として剣道、硬式テニス、柔道、水泳、
ストリートダンス、相撲、ソフトテニス、卓
球、バドミントン、陸上競技、レスリングで
あった。 
（研究２）テキストマイニングを用いたスポ
ーツのイメージおよび教育効果に関する調
査（国際比較のための調査用紙の作成） 
 コンタクトスポーツ、非コンタクトスポー
ツの文化的特性を調査するため、日英の調査
用紙を作成し調査を行った。対象は、コンタ
クトスポーツは剣道とし、非コンタクトスポ
ーツはバトミントンとした。ニュージーラン
ド剣道連盟に所属する日本生まれ以外の剣
道家 38 名（剣道経験年数 2〜20 年以上、以
下外国剣士）、日本生まれの剣道家 13 名（剣
道経験年数 2〜20 年、以下日本剣士）、およ
び日本生まれ以外のバドミントン愛好家7名
（以下、バドミントン）とした。本研究を実
施するにあたり、日本語と英語の質問紙を作
成した。質問紙の作成にあたり、原文の日本
語を英語に訳し、その英語訳を第三者によっ
て日本語にバックトランスレーションし、原
文の日本文と、バックトランスレーションさ
れた日本文の比較にて英語訳の検証を行っ
た。質問は、「あなたが行っているスポーツ
にはどのようなイメージがありますか？」、
「あなたが行っているスポーツでは何を学
べると思いますか？」、「これまでに、あなた
が行っているスポーツをしていた時に自分
自身について気付かされたことはあります
か？具体的に説明してください。」、「あなた
が行っているスポーツによって、あなた自身
が変われたことはありますか？具体的に説
明してください。」の４つとし、それぞれに
ついて自由記述にて一定時間内に回答記入
してもらい、質問紙に直接記入する方法と、
ウェブサイトを用いて回答を得る方法を回
収の２点を行った。なお、調査の目的とデー
タの分析方法を対象者に説明し承諾を得た。 



 回収した質問紙はテキストデータ化し、
Text Mining Studio（NTT 数理システム社製）
を用いて分析を行った。回答の属性は、「日
本剣士」と「外国剣士」、「バドミントン」と
し、特徴語分析を行った。 
（研究３）身体接触を伴うスポーツの経験が
心の発育・発達に与える影響 
 調査は、大学体育会強化部に所属する学生
439 名を対象とし、質問紙による調査を行な
った。本研究で使用する質問紙の作成にあた
り、予備調査として自由記述にて回答を得ら
れる４項目のスポーツのイメージと教育効
果に関する質問からなる質問紙を作成しス
ポーツ指導者および国内外のスポーツ実践
者から回答を得た。その回答をテキストデー
タ化し、Text Mining Studio（NTT 数理シス
テム社製）を用いてテキストマイニングによ
る分析を行った（研究１、研究２）。その分
析結果から、スポーツのイメージと教育効果
として、「スポーツマンシップ」、「攻撃性」、
「レジリエンス」、「プライド」、「社会的技能」、
「同情（痛み）」、「情動的共感」が挙げられ
たことから、この結果を元にそれぞれを心理
学的に評価することのできる既存の質問紙
を選定し、調査時に対象の負担とならない数
の範囲にて、アスリートへの質問として適し
ていると考えられる質問項目を抜粋した。抜
粋した質問項目は 43 問であった。 
 回収した質問紙をコンタクトスポーツと
非コンタクトスポーツ、接触有りスポーツの
３グループに分けて分析を行った。なお、コ
ンタクトスポーツは、ラグビー、相撲、アメ
リカンフットボール、レスリング、剣道、柔
道とした。非コンタクトスポーツは、スキー、
陸上競技、水泳とした。接触有りスポーツは、
相手との接触をしながらプレーを行う競技
種目とし、バスケットボール、アイスホッケ
ー、水球、サッカー、ハンドボールを分類し
た。コンタクトスポーツは計 156 名、非コン
タクトスポーツは計 92 名、接触有りスポー
ツは計 191 名であった。分析は二元配置分散
分析を用いて行った。調査実施に際し、調査
の目的とデータの分析方法を対象者に説明
し承諾を得た。なお，本研究は専修大学スポ
ーツ研究所研究倫理委員会の承認を得た。 
 
４．研究の成果 
（研究１）テキストマイニングを用いたスポ
ーツのイメージおよび教育効果に関する調
査 
「チーム種目」と「個人種目」のグループ
に分けた分析において、「自分の指導種目の
イメージ」は、チーム種目と個人種目のいず
れにおいても単語頻度が最も多かったのが
「スポーツ」であり、それ以外の単語は分散
し頻度は小さい傾向があった。対応バブル分
析においても両者の特徴的な単語を抽出す
ることはできなかった。一方、「自分が指導
している種目の教育効果」においては、若干
の差異が認められた。チーム種目側に見られ

た単語として「協調性」、「仲間」がみられ、
「コミュニケーション能力」は個人種目より
も多くみることができた。一方、個人種目に
おいては「集中力」がみられた。 
一方、コンタクトスポーツで人間形成を謳
う剣道を取り上げた調査においては、剣道は
個人種目ではあるものの、剣道以外の個人種
目の単語頻度とは全く異なっており、剣道は
他の種目とは異なる固有性を持つと指導者
は考えている傾向が認められた。またその固

有性としては、礼儀、礼といった「作法」や、
マナー、規律といった「秩序」に関する単語
が挙げられた。その一方、「コミュニケーシ
ョン能力」や「協調性」、「仲間」といった「社
会性」に関する単語はみることができなかっ
た。 
本研究で用いたテキストマイニングによる
分析は、テキストデータ中に含まれる特徴語
や属性間の対応関係を理解するためのヒン
トを得ることが可能であり、調査対象者の意
識の本質的な分析につながることが期待さ
れた。なお、この研究から、スポーツの効果、
イメージとして「スポーツマンシップ」、「攻
撃性」、「レジリエンス」、「プライド」、「社会
的技能」、「同情（痛み）」、「情動的共感」の
７つの心理面のカテゴリが抽出できた。 
 
（研究２）テキストマイニングを用いたスポ
ーツのイメージおよび教育効果に関する調
査（国際比較のための調査用紙の作成） 
「あなたが行っているスポーツにはどのよ
うなイメージがありますか？」の質問への回
答では、非コンタクトスポーツであるバドミ
ン ト ン で は 「 fast, mental, fitness, 
footwork」といった身体面やパフォーマンス
に関する単語が特徴語として抽出されたの
に対し、外国剣士は「martial arts, respect, 
mind」が抽出され、日本剣士では「スポーツ、
心、人、日本、武道、文化」などが抽出され
た。外国剣士と日本剣士において「mind／心」
は共通していたが、外国剣士に見られた
「respect」は、日本剣士からは抽出されな
かった。また、日本剣士は、「日本」、「文化」
といった日本の文化を特徴的に回答してい
た。外国剣士と日本剣士のいずれにおいても
剣道は「martial arts／武道」のイメージを
共通に持っており、特に日本剣士においては、



日本の文化としてのイメージを強く持って
いる傾向が見られた。 
「あなたが行っているスポーツでは何を学
べると思いますか？」の質問への回答では、
バドミントンでは「 fitness, control, 
friend, team」などの身体面と社会面に関す
る単語が抽出された。外国剣士においても
「physically」が抽出された一方、「calm, 
respect」の精神面に関する単語も得られた。
日本剣士においても同様に精神面に関する
単語が抽出されたが「強い（+気持ち、+心）、
弱い（+自分、+心）」といった心の変化に関
する回答が見られた。 
 「これまでに、あなたが行っているスポー
ツをしていた時に自分自身について気付か
されたことはありますか？具体的に説明し
てください。」の質問への回答では、バドミ
ントンでは「play, happy, muscle」であっ
たが、外国剣士と日本剣士では共通する単語
として「find／学ぶ、feel／感じる、notice
／気づく」の動詞が多く抽出された。 
 「あなたが行っているスポーツによって、
あなた自身が変われたことはありますか？
具体的に説明してください。」の質問では、
外国剣士においては「control」と「improve」
が特徴的であった。「control」は、control my 
emotion 、 control everything 、 control 
myself のように精神面において使われ、
「improve」は improve fitness、improve 
physical のように身体面で使われていた。日
本剣士においては、「生活」と「改善」が特
徴の一つであり、生活の方向性が定まる、生
活が楽になる、海外の生活を見失う、といっ
た使われ方をしていた。また「改善」では、
心と体の改善、スタミナの改善、というよう
に使われていた。さらに「日本人」の単語も
抽出され、日本人としてのアイデンディティ、
日本人であること、という海外で生活をする
日本人としてのアイデンディティに剣道が
活かされている様子が伺えた。 

 
本研究では、外国剣士も日本剣士のいずれ
も、剣道を武道としてイメージしていること
が認められ、また一般スポーツのバドミント
ンでは身体面や社会面を学んでいるとの回
答に対し、剣道では精神面の単語が多く見ら
れた。なお、研究１、２の成果をもとに、研
究３で用いた質問紙を作成した。 
 

（研究３）身体接触を伴うスポーツの経験が
心の発育・発達に与える影響 
 本調査では、「スポーツマンシップ」、「攻
撃性」、「レジリエンス」、「プライド」、「社会
的技能」、「同情（痛み）」、「情動的共感」の
７つの心理面について、大学アスリートを対
象に調査を行ない、コンタクトスポーツと非
コンタクトスポーツ、接触有りスポーツの３
つのグループに分類して分析した結果、３つ
の特徴を見ることができた。一つは、「レジ
リエンス」において、各グループ間に差のあ
る質問が見られなかったことである。二つ目
は「同情（痛み）」と「情動的共感」におい
て、コンタクトスポーツと非コンタクトスポ
ーツに差がなかったことである。「誰かが助
けを必要としているとき、助けてやりたい」、
「困っている人たちがいてもかわいそうだ
という気持ちになる」などの質問からなる
「同情（痛み）」や「情動的共感」は、心身
ともに痛みを感じやすいと考えられるコン
タクトスポーツにおいても、非コンタクトス
ポーツと差は認められなかった。三つ目は、
コンタクトスポーツと接触有りスポーツに
類似の傾向が認められたことである。接触有
りスポーツでは、戦略的に身体接触を行う場
面が多くあることや、本研究ではそれぞれの
グループに対人種目とチーム種目が混在し
ていることがその要因の一つとなっている
ことが考えられる。 
 大学アスリートを対象とした本研究の結
果からは、コンタクトスポーツにおいて同情
（痛み）や情動的共感の心理面に与える影響
は見ることはできなかった。一方で、「攻撃
性」が非コンタクトスポーツよりも高い傾向
にあったことは、注目すべき点といえるだろ
う。先行研究では、スポーツ実践者の心理面
は、競技レベル、競技経験年数、集団スポー
ツか個人スポーツか、などの要因によって変
わることが報告されている。コンタクトスポ
ーツが心理面に与える影響の詳細について
は、調査対象を増やした更なる調査が求めら
れる。 
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